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類 似 事 例

放射性セシウムを含む木材の有効活用技術

バイオマスガス化発電による効率的な減容化

福島第一原子力発電所の事故に伴い、放射性セシウムが拡散し、広い範囲の木材等に放射性セシウムが含まれています。

このため、これまで、薪やたい肥として使用していた間伐材や製材残材、飼料等で利用していた牧草、稲藁等が利用困難

となっています。これらは、焼却処理することで減容化できますが、経済的な負担が大きいこと、他の可燃物と混合焼却

すると放射性セシウムを含む焼却灰が増加することが課題です。

これらの有機物を専用のバイオマスガス化発電設備の燃料として活用しながら、安全で効率的かつ経済的な減容化・エ

ネルギー回収を図ることを提案します。

放射性セシウムは、灰として回収されますので、これを自動的に固化処理して専用の保管場所※に搬出・処分します。

※.8,000Bq/kgを超える灰は、国が設置する専用の処分施設に、8,000Bq/kg未満の灰は、管理型処分場に搬出します。

※中外炉工業 バイオマスガス発電設備パンフレットを元に作成
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バイオマスガス化発電による減容化処理
システムフロー

煤

温 水

ガスエンジン発電機

炭化物貯留槽

ガス流量調整器

ガス冷却器

高温フィルタ

ガス冷却装置

ガス改質装置
（改質炉）

ガス化炉
（外熱式多筒型キルン）

乾燥装置

原料貯留槽

ボイラ

熱風発生炉

木灰

炭化物

精製バイオマスガス
バイオマスガス

温 水 温 水 電 気

バイオマス

バイオマス

≪熱＆電気の需要施設≫
≪システムの特長≫

１．放射性セシウム対応
放射性セシウムを含有する材料に対応した設備設計を行います。このため、周辺環境への影響を与えず、作業中
の安全性も確保して、経済的で安定した処理が可能です。

２．原料前処理方式
原料はガス化炉の廃熱を利用して乾燥してからガス化炉に投入いたします。通常の木チップ以外に、剪定枝葉、
牧草、枯葉など≪高含水率≫の廃棄物も有効利用できます。

３．ガス化方式
ロータリーキルン炉により各種形状、サイズ、性状を持つ≪多様な原料≫が複雑な前処理無く投入できます。
外熱（間接加熱）方式を採用したことで、容易に≪高カロリーガス≫を生成します。

４．ガス改質方式
独自の改質方式を採用し≪精製バイオマスガス中のタール≫は極めて低いレベルを達成しております。

５．熱需要増加への対策
ガスエンジンを使い小規模でも高効率な発電が可能です。さらにガスエンジンの廃熱を利用したコージェネシス
テムにより≪バイオマスエネルギーの有効利用≫を図っています。
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これらの施設で使用している原料は、放射性セシウムを含まないバイオマスです
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